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第
二
回
合
併
協
議
会
を
開
催

第
二
回
合
併
協
議
会
を
開
催

平
成
十
五
年
八
月
八
日
（
金
）
天
王
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
二
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

協
議
会
に
先
立
っ
て
三
町
管
内
の
役
場
庁
舎
や
主
要
道
路
、
教
育
施
設
を
中
心
に
視
察
を
行
い
ま
し

た
。続

い
て
行
わ
れ
た
協
議
会
で
は
、
委
員
等
二
十
名
が
出
席
し
、
合
併
協
定
項
目
や
合
併
の
方
式
な
ど

四
項
目
に
つ
い
て
協
議
し
、
次
回
協
議
事
項
の
新
市
将
来
構
想
な
ど
三
項
目
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項

合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て

合
併
の
方
式
や
期
日
、
新
市
の
名
称
な
ど
合
併
協

定
書
に
記
載
さ
れ
る
合
併
協
定
項
目
（
五
十
三
項

目
・
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
の
な
か
で
、

新
市
の
名
称
や
事
務
所
の
位
置
、
財
産
の
取
扱
い
に

つ
い
て
早
い
時
期
に
一
括
提
案
し
て
協
議
す
べ
き
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、
正
副
会
長
で
協
議
・
検
討
し
決

定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

合
併
の
方
式
に
つ
い
て

合
併
の
方
式
は
、「
天
王
町
、
昭
和
町
、
飯
田
川

町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
し
い
市
を
設
置

す
る
新
設
合
併
と
す
る
」
と
い
う
提
案
内
容
で
協
議

を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
十
七
日
（
水
）
飯
田
川
町
役
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
協
議
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
次
の
合
併
協
議
会

だ
よ
り
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
《
継
続
協
議
》
新
市
の
名
称
に
つ
い
て

（
名
称
の
決
定
方
法
の
確
認
）

●
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

（
庁
舎
の
利
用
方
法
の
確
認
）

●
財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い
）

●
新
市
将
来
構
想
に
つ
い
て

●
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

（
策
定
方
針
の
確
認
）

●
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て

●
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
（
決
定
方
法
の
確
認
）

●
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取

扱
い
に
つ
い
て
　
　
（
決
定
方
法
の
確
認
）

第
三
回
合
併
協
議
会

第
三
回
合
併
協
議
会

合
併
の
方
式
は

「
新
設
合
併
」と
確
認

合
併
の
方
式
は
、『
新
設
合
併
』
と
『
編
入
合

併
』
の
二
つ
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

『
新
設
合
併
』
と
は
、
合
併
す
る
す
べ
て
の

市
町
村
を
廃
し
て
、
新
た
に
一
つ
の
市
町
村
を

置
く
場
合
を
い
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、「
対

等
合
併
」
と
も
い
い
ま
す
。

ミ
ニ
メ
モ
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新
市
の
名
称
に
つ
い
て

（
名
称
の
決
定
方
法
の
確
認
）

新
市
の
名
称
は
公
募
し
、
名
称
選
定
小
委
員
会
で

応
募
作
品
を
十
作
品
に
絞
り
込
み
、
合
併
協
議
会
で

決
定
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
協

議
さ
れ
た
新
市
の
名
称
の
公
募
案
の
中
で
、
三
町
の

名
称
使
用
に
つ
い
て
、「
三
町
の
名
称
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
人
口
の
多
い
町
の
名
称
に
決
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
は
」
や
「
広
く
門
戸
を
開
放
す
る
た
め
の
公

募
で
あ
り
、
公
募
段
階
か
ら
三
町
の
名
称
を
排
除
す

べ
き
で
は
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
次
回
へ
継

続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

（
目
標
期
日
の
確
認
）

合
併
の
目
標
期
日
を
合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る

「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
内
と
す
る
」
と
い

う
提
案
内
容
で
協
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
協
議
で
は
「
国
・
県
の
手
続
き
が
短

縮
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
年
度
末
の
繁
忙
期
を
避
け
、

な
る
べ
く
早
め
に
合
併
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
合
併
の
期
日
（
合
併
日
）
は
来

年
三
月
を
め
ど
に
協
議
・
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

1 合併の方式
2 合併の期日
3 新市の名称
4 新市の事務所の位置
5 財産の取扱い
6 議会の議員の定数及び任期の取扱い
7 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い
8 地方税の取扱い
9 一般職の職員の身分の取扱い
10 特別職の身分の取扱い
11 条例、規則等の取扱い
12 事務組織及び機構の取扱い
13 一部事務組合等の取扱い
14 使用料、手数料等の取扱い
15 公共団体等の取扱い
16 補助金、交付金等の取扱い
17 町名、字名の取扱い
18 慣行の取扱い
19 国民健康保険事業の取扱い
20 介護保険事業の取扱い
21 消防団の取扱い
22 行政区の取扱い
23 地域審議会の取扱い
24 各種事務事業の取扱い

25 新市建設計画について

24-1 国際交流事業
24-2 電算システム事業
24-3 広報広聴関係事業
24-4 納税関係事業
24-5 消防防災関係事業
24-6 交通関係事業
24-7 窓口業務
24-8 保健衛生事業
24-9 障害者福祉事業
24-10 高齢者福祉事業
24-11 児童福祉事業
24-12 保育事業
24-13 生活保護事業
24-14 その他の福祉事業
24-15 社会福祉協議会
24-16 健康づくり事業
24-17 ごみ収集運搬業務
24-18 環境対策事業
24-19 農林水産関係事業
24-20 商工、観光関係事業
24-21 勤労者、消費者関連事業
24-22 建設関係事業
24-23 上水道、下水道事業
24-24 公立学校（園）の通学地域
24-25 学校教育事業
24-26 文化振興事業
24-27 コミュニティ施策
24-28 社会教育事業
24-29 その他の事業

合併協定項目
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こ
の
視
察
研
修
は
、
合
併
協
議
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
合
併
先
進
地
の
状
況
等
を
研
修
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
協
議
会
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
実
施

し
ま
し
た
。

四
日
の
北
上
市
役
所
で
の
視
察
研
修
で
は
、
初
め

に
企
画
課
及
川
課
長
補
佐
か
ら
「
合
併
ま
で
の
主
な

経
過
や
合
併
十
年
の
検
証
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
説
明
後
に
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
で
は
、
岩

手
県
内
の
合
併
の
状
況
や
合
併
時
の
事
業
配
分
、
庁

舎
の
位
置
決
定
ま
で
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
な

質
問
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。（
主
な
質
問
事
項
は
下
記
）

五
日
の
千
畑
町
・
六
郷
町
・
仙
南
村
合
併
協
議
会

（
事
務
局：

仙
南
村
役
場
）
で
は
、
視
察
先
の
三
町

村
長
が
同
席
の
も
と
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

初
め
に
小
原
事
務
局
長
か
ら
合
併
協
議
の
経
過
や
新

町
将
来
構
想
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け

て
質
疑
応
答
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

◎
研
修
時
の
主
な
質
問
事
項

●
北
上
市
役
所
（
八
月
四
日
）

問
　
江
釣
子
村
や
和
賀
町
に
重
点
的
に
実
施
し
た
事

業
は
。

答
　
当
時
は
財
政
的
な
優
遇
措
置
が
な
か
っ
た
の

で
、
三
市
町
村
持
ち
寄
っ
た
財
源
で
対
応
し
た
。
道

路
中
心
の
事
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
旧
和
賀
町
で

は
十
校
の
小
学
校
が
老
朽
校
舎
で
あ
っ
た
た
め
、
合

併
を
機
会
に
統
合
も
含
め
計
画
的
に
建
設
し
て
い

る
。
旧
江
釣
子
村
は
、
道
路
と
庁
舎
建
設
が
主
な
事

業
で
あ
っ
た
が
、
庁
舎
は
ま
だ
建
設
し
て
い
な
い
。

問
　
総
合
支
所
方
式
か
ら
五
年
後
は
分
庁
方
式
と
し

た
結
果
は
。

答
　
総
合
支
所
当
時
、
北
上
市
の
事
務
の
進
め
方
・

ル
ー
ル
に
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
年
下
の
市

職
員
が
町
村
職
員
を
指
導
す
る
場
面
も
あ
り
苦
労
し

て
い
た
。
分
庁
方
式
に
な
り
合
併
十
年
後
位
か
ら
良

く
な
っ
て
き
た
。
合
併
当
初
は
総
合
支
所
方
式
が
良

い
と
思
う
。

八
月
四
日
、
五
日
、
天
王
町
・
昭

和
町
・
飯
田
川
町
合
併
協
議
会
視
察

研
修
が
行
わ
れ
、
会
長
、
副
会
長
、

委
員
な
ど
二
十
九
名
が
参
加
し
、
岩

手
県
北
上
市
役
所
及
び
県
内
の
千
畑

町
・
六
郷
町
・
仙
南
村
合
併
協
議
会

を
視
察
し
ま
し
た
。

●合併の形態：新設（対等）合併

●合併の期日：平成３年４月１日

●合併前の人口（平成２年国勢調査）
旧北上市　　５８，７７９人
旧和賀町　　１４，７７７人
旧江釣子村　　９，３４６人　
合　　計　　８２，９０２人

●合併後の人口（平成１４年３月末現在）
９２，１８６人

（合併から９，２８４人増加）

●合併の背景
昭和５９年に３市町村開発協議会

（議会議員全員で構成）で３首長に
「市町村合併を推進すべき」との提
言書が提出され、この提言書をきっ
かけに、合併協議が進められた。
その後、現況調査やアンケート調
査の実施、３市町村将来構想の策定、
将来構想の住民説明会の開催などを
実施した。以後、法定合併協議会を
８回開催し、平成２年１２月に３市
町村議会で議決した。

北上市の合併までの

主な経過

▲北上市役所にて



問
　
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
し
た
結
果
、

財
政
へ
の
影
響
は
。

答
　
誘
致
企
業
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
な
ど
一
般

財
源
の
増
収
に
よ
り
、
対
応
で
き
た
。
新
市
計
画
に

お
い
て
七
三
六
億
円
の
内
、
旧
和
賀
町
と
旧
江
釣
子

村
に
重
点
配
分
し
た
た
め
、
旧
北
上
市
で
は
事
業
計

画
が
一
部
中
止
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

問
　
庁
舎
建
設
は
こ
れ
ま
で
実
現
さ
れ
て
い
な
い

が
、
そ
の
約
束
は
無
い
こ
と
に
な
る
の
か
。

答
　
常
に
意
識
は
し
て
い
る
も
の
の
、
各
種
事
業
と

庁
舎
建
設
を
比
較
し
た
と
き
に
市
民
の
た
め
の
事
業

を
優
先
さ
せ
て
き
た
。

問
　
財
産
区
を
合
併
時
に
す
べ
て
廃
止
し
た
経
緯

は
。

答
　
昭
和
二
十
九
年
の
合
併
時
に
作
ら
れ
た
財
産
区

で
あ
り
、
森
林
は
市
に
寄
付
し
、
現
金
の
一
億
円
は

文
化
振
興
基
金
に
積
む
こ
と
を
条
件
に
し
て
、
合
併

時
に
廃
止
す
る
こ
と
に
し
た
。

●
千
畑
町
・
六
郷
町
・
仙
南
村
合
併
協
議
会

（
八
月
五
日
）

問
　
合
併
の
目
標
期
日
を
十
一
月
一
日
と
し
た
理
由

は
。

答
　
年
度
末
に
な
る
と
決
算
等
の
事
務
が
煩
雑
に
な

る
。
一
月
一
日
が
税
の
基
準
日
で
あ
る
こ
と
や
新
年

度
予
算
の
編
成
時
期
な
ど
を
考
慮
し
て
十
一
月
一
日

を
目
標
期
日
と
し
た
。

問
　
公
共
的
団
体
の
統
合
の
状
況
は
。

答
　
商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
は
合
併
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。
土
地
改
良
区
に
つ
い
て
は
、
事
業

主
体
の
も
の
と
水
系
主
体
の
も
の
に
大
別
さ
れ
る

が
、
水
系
が
合
併
の
枠
組
み
と
同
様
で
あ
れ
ば
可
能

だ
が
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
状
況
に
あ
る
。

問
　
財
産
区
の
状
況
は
。

答
　
財
産
区
は
千
畑
町
に
一
つ
あ
る
が
、
町
に
寄
付

し
て
も
ら
う
こ
と
で
検
討
し
て
い
る
。

問
　
仙
南
村
は
基
金
が
多
い
が
、
そ
の
基
金
の
取
扱

い
は
。

答
　
基
金
が
多
い
理
由
と
し
て
、
仙
南
村
は
過
疎
地

域
で
あ
る
た
め
過
疎
債
を
多
く
利
用
し
て
き
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
合
併
前
に
国
体
用
の
総

合
体
育
館
建
設
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
基
金
は

か
な
り
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
三
町
村
そ

れ
ぞ
れ
に
基
金
は
同
じ
レ
ベ
ル
に
し
て
合
併
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

●人口（平成１２年国勢調査）
千畑町　　８，５４０人
六郷町　　７，２８６人
仙南村　　８，３８１人
合　計　２４，２０７人

●合併の方式
新設合併

●合併の目標期日
平成１６年１１月１日

●主な取組経過
平成１４年１１月６日に仙北東

部合併推進協議会（任意）を設立
し、以後４回の任意協議会を開催
した。その後、平成１５年２月２
８日に法定協議会を設立し、現在
まで６回の協議会を開催してい
る。

千畑町・六郷町・

仙南村合併協議会の

主な概要

5

▲北上市役所での視察

▲千畑町・六郷町・仙南村合併協議会での視察
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合
併
と
い
う
問
題
・
課
題
が
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ

ま
た
、
難
問
で
大
変
だ
と
い
う
気
持
ち
で
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
昭
和
町
・
飯
田
川
町
の
人
々
と
共
に
、

課
題
解
決
の
た
め
、
協
議
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

三
町
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
誕
生
す
る
三
万
六
千
人

の
新
市
に
期
待
を
込
め
て
、
一
生
懸
命
、
夢
中
に
な

っ
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 天

王
町
委
員

後
　
藤
　
一
　
志

「
互
譲
の
精
神
に
よ
っ
て
感
謝
が
生
ま
れ
る
。
奪

い
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
禍
根
が
残
る
」
三
万
六
千
人

の
新
市
を
築
き
上
げ
る
役
割
を
担
っ
た
事
を
大
変
光

栄
に
存
じ
、
こ
の
思
い
を
胸
中
に
秘
め
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。

私
が
今
ま
で
積
ん
で
き
た
経
験
、
実
績
の
全
て
は
、

こ
の
三
町
合
併
の
成
功
を
町
民
の
皆
様
と
分
か
ち
合

う
た
め
の
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
を
懸
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

天
王
町
委
員

堀
　
井
　
克
　
見

川
が
枯
れ
て
、
下
流
に
繁
茂
し
た
樹
木
が
萎
え
た
。

そ
の
中
か
ら
三
種
の
成
木
を
選
び
、
品
種
改
良
を

試
み
る
。

度
重
な
る
試
行
錯
誤
が
、
ど
ん
な
新
し
い
樹
木
を

誕
生
さ
せ
る
の
か
――――
。

今
ま
で
と
は
姿
も
形
も
変
え
た
、
そ
の
新
し
い
樹

木
が
空
一
杯
に
枝
葉
を
広
げ
、
目
も
眩
む
よ
う
な
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の
を
見
て
み
た
い
。

切
に
――――
。

昭
和
町
委
員

赤
　
平
　
末
次
郎

こ
の
数
年
の
国
、
地
方
の
財
政
の
厳
し
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
す
と
、
町
村
合
併
は
避
け
て
通
れ
ま

せ
ん
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
、
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
合
併
が
、
次
代
の
人
々

に
も
喜
ば
れ
、
三
町
の
個
性
を
融
合
さ
せ
た
「
活
き

生
き
三
万
六
千
の
夢
づ
く
り
」
の
新
市
誕
生
を
目
指

し
合
併
協
議
会
で
は
、
熱
く
行
動
し
て
参
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
熱
い
熱
い
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

天
王
町
委
員

千
　
田
　
正
　
英

合
併
は
歴
史
的
大
事
業
で
あ
る
。
将
来
像
を
占
う
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
合
併
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
現
実
を

示
し
て
い
る
。
住
民
の
意
思
に
よ
り
合
併
の
枠
組
み
が
決

ま
り
法
定
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き

と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
様
々
な
問
題
に
直
面
す
る
だ
ろ
う

が
、
一
つ
一
つ
解
決
し
、
自
ら
前
進
あ
る
の
み
で
あ
る
。

お
互
い
を
思
い
や
る
友
情
と
信
頼
、
こ
の
地
域
に
住

む
人
々
を
愛
す
る
心
が
す
べ
て
を
推
し
進
め
る
原
動
力

と
な
る
事
は
当
然
で
あ
る
。

人
々
の
期
待
に
ど
れ
だ
け
応
え
る
事
が
出
来
る
か
真

価
を
問
わ
れ
て
お
り
、
独
断
と
偏
見
、
対
立
と
闘
争
を

廃
し
融
和
と
親
睦
の
中
で
繁
栄
と
発
展
、
地
域
住
民
を

い
か
に
大
切
に
出
来
る
か
を
議
論
の
中
心
に
据
え
て
協

議
を
進
め
て
参
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
町
委
員

小
　
林
　
友
　
明

合
併
と
い
う
出
発
点
に
限
り
な
き
夢
を
抱
く
も
の

で
あ
る
。
思
い
は
大
き
く
、
協
議
は
町
民
の
思
い
を

代
表
し
、
誇
れ
る
市
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
く
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
協
議
は
対
等
合
併
の
意
義
を
重
ん
じ
、
平
等

の
原
理
に
基
づ
く
自
町
裨
益
的
な
考
え
で
は
な
く
、

将
来
展
望
に
立
っ
た
発
展
的
夢
の
あ
る
大
き
な
市
の

完
成
に
向
か
っ
て
発
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昭
和
町
委
員

大
　
澤
　
一
　
義

様の合併に向けた熱い意気込みと抱負をご紹介いたします！

号委員（議会議員）と第４号委員（秋田地域振興局長）を掲載します。
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委
員
と
し
て
責
務
の
重
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

特
例
債
な
ど
、
国
の
合
併
支
援
策
は
「
援
助
は
す
る

が
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
十
〜
十
五
年
後
に
は
自

立
で
き
る
自
治
体
を
実
現
し
な
さ
い
。
結
果
は
あ
な

た
方
の
責
任
で
す
よ
」
と
い
う
意
味
と
理
解
し
て
い

ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
、
安
全
・
安
心
の

生
活
基
盤
確
立
を
最
優
先
に
、
自
立
で
き
る
「
新
市

建
設
計
画
」「
財
政
計
画
」
な
ど
策
定
し
、
町
民
皆
様

に
ご
提
案
出
来
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

飯
田
川
町
委
員

伊
　
藤
　
栄
　
悦

こ
の
法
定
協
議
会
は
、
秋
田
地
域
振
興
局
管
内
に

お
い
て
、
最
初
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
秋
田
河
辺

雄
和
地
区
に
加
え
て
男
鹿
若
美
大
潟
地
区
、
湖
東
三

町
と
、
今
後
二
箇
所
の
予
定
地
域
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
人
で
四
つ
の
法
定
協
議
会
委
員
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
に
向
け
て
、
地
域
全
体
を

見
据
え
、
客
観
的
・
大
局
的
な
立
場
で
意
見
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

秋
田
地
域
振
興
局
長

山
　
口
　
博
　
司

地
方
分
権
時
代
の
到
来
の
中
に
お
い
て
、
自
治
能

力
の
向
上
の
た
め
、
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
合
併
に
取
組
、
法
定
協
議
会
を
立
ち
上
げ
第

三
回
目
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
そ
の
重
責
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

三
町
合
併
の
意
義
、
効
果
を
踏
ま
え
、
合
併
推
進

方
策
を
見
据
え
特
色
を
生
か
し
た
将
来
に
夢
と
生
き

が
い
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

飯
田
川
町
委
員

佐
　
藤
　
正
　
信

今
、
地
方
自
治
体
は
財
政
難
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

課
題
を
か
か
え
、
自
立
の
方
向
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
全
国
各
地
に
お
い
て
市
町
村
合
併
が
論
じ

ら
れ
、
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

国
、
県
の
方
針
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
私
共
三
町
に
お

い
て
も
、
地
域
の
将
来
を
考
え
る
と
き
、
町
村
合
併
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
と
の
合
意
に
達
し
、
現
在
法
定
に
よ
る

合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

今
後
多
く
の
課
題
が
生
じ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
課
題
解
決
と
、
地
域
の
よ
り
よ
い
将
来
像
を
模

索
す
る
た
め
に
努
力
し
ま
す
。

飯
田
川
町
委
員
　

門
　
間
　
英
　
也

協議会委員の皆様

今号では、第２号協議会委員紹介コーナー協議会委員紹介コーナー協議会委員紹介コーナー

３町視察

平成１５年８月８日、第２回合併協議会の前

（午前）に行われた３町の視察

天王町役場庁舎

昭和町役場庁舎

飯田川町役場庁舎
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〒010－0201 南秋田郡天王町天王字上江川４７－６１０　天王町保健センター２階
天王町・昭和町・飯田川町合併協議会事務局

電　話　０１８－８７０－６５６６　ＦＡＸ　０１８－８７８－７２１５

●事務局●

■印刷／株式会社　塚田美術印刷

第４回合併協議会は、平成

15年９月25日（木）午後２時

から昭和町農村環境改善セン

ターで開催します。

どなたでも傍聴できます。

お気軽においでください。

informationinformation
インフォメーション

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

更
新
し
ま
し
た
！

http://www.tsi-gappei.jp/

E-mail：soumu@tsi-gappei.jp

※調整案……分科会・専門部会・幹事会で協議調整
された内容を正副会長により最終調整
し、会長が合併協議会に調整案として
提案していくもの

①提案Ａ、調整案について事務局より資料提出

し、説明

②次回協議会まで各委員が検討し意見を集約

③次回協議会の正式協議の際、各委員が検討し

た意見を持ち寄って協議

④確認（場合により継続協議）

⑤このとき、次回提案Ｂの調整案について事務

局より資料提出し、説明

……というサイクルの繰り返しにより、項目

を１つずつ協議する

流れの概要

合併協議会での協議の流れ

事
務
局
新
メ
ン
バ
ー
紹
介

七
月
一
日
よ
り
秋
田
県
庁
の

市
町
村
課
市
町
村
合
併
支
援
室

か
ら
渡
辺
雅
人
次
長
が
合
併
協

議
会
事
務
局
へ
新
し
く
仲
間
入

り
し
ま
し
た
。

秋
田
市
の
自
宅
か
ら
ア
ク
セ

ス
道
路
を
通
っ
て
約
二
十
分
。

協
議
会
事
務
局
で
は
毎
日
が
試

行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、
三
町

の
皆
様
と
お
会
い
す
る
中
、

日
々
新
鮮
な
気
持
ち
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

合
併
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は

そ
ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
な
せ
ば
成
る
」
の
精
神
で
新

市
三
万
六
千
人
の
皆
様
の
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が

で
き
ま
す
よ
う
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

合併協議会では、53の協定項目について

順次協議を行っていきますが、具体的な

協議の流れは右図のとおりです。

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｗ
Ｅ
Ｌ
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Ｏ
Ｍ
Ｅ




